




































































③ 出席および態度，によるが，これらのうち ② については「運命共同体」毎の評価，③ につ
いては個人毎の評価とし，本演習への参画状況，「運命共同体」への貢献度も考慮されることを










































































            表 1　目標の到達度 n=75






できなかった 0 （ 0.0）
②　抽出した情報の分類整理に，コミュニティ・アズ・
パートナーモデルを活用することができた
できた 20 （ 26.7）
まあまあできた 52 （ 69.3）
あまりできなかった 3 （ 4.0）
できなかった 0 （ 0.0）
③　分類整理した情報を構造化し，コミュニティの健
康課題を見いだすことができた
できた 39 （ 52.0）
まあまあできた 34 （ 45.3）
あまりできなかった 2 （ 2.7）




できた 30 （ 40.0）
まあまあできた 41 （ 54.7）
あまりできなかった 4 （ 5.3）
できなかった 0 （ 0.0）
⑤　コミュニティ支援の方法を，実施可能なレベルま
で具体的に考えることができた
できた 34 （ 45.3）
まあまあできた 35 （ 46.7）
あまりできなかった 5 （ 6.7）
できなかった 0 （ 0.0）
⑥　上記 ①～⑤ の達成にむけ，グループメンバーが協
力できた
できた 65 （ 86.7）
まあまあできた 10 （ 13.3）
あまりできなかった 0 （ 0.0）
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